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ふれあい情報 

2021年 5月 27日（木） 第 328号 

発足 
次
世
代
継
承
委
員
会
で
は
、
私
た

ち
が
目
指
す
社
会
で
実
現
す
べ
き

理
念
と
し
て
「
す
べ
て
の
個
人
が
自

分
の
生
き
方
を
自
由
に
選
択
で
き
、

人
生
の
目
標
を
自
由
に
追
求
す
る

機
会
が
保
障
さ
れ
る
社
会
」
を
掲
げ

ま
し
た
。
一
言
で
言
え
ば
自
由
権
の

尊
重
で
す
。 

 

連
合
結
成
以
来
、
歌
い
継
が
れ
て

き
た
「
幸
福
（
し
あ
わ
せ
）
さ
が
し
」

の
歌
詞
に
あ
る
「
十
人
十
色
の
幸
福

さ
が
し
」
の
思
い
に
も
重
な
る
も
の

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
い
ま

目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
政
治
や

経
済
は
、
私
た
ち
が
追
求
し
て
き
た

理
想
と
、
な
ん
と
か
け
離
れ
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
新
型
コ 

 

ロ
ナ
感
染
症
が
猛
威
を
振
る
う
な

か
で
、
格
差
や
貧
困
が
顕
在
化
し
、

弱
い
者
に
不
幸
が
し
わ
寄
せ
さ
れ

る
社
会
の
脆
弱
性
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
こ

そ
国
境
を
越
え
た
世
界
各
国
の
連

携
が
求
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
実
際
に
は
米
中
対
立
を
背

景
に
世
界
の
ブ
ロ
ッ
ク
化
さ
え
進

行
し
て
い
ま
す
。
退
職
者
連
合
は
２

０
２
１
年
度
運
動
方
針
（
素
案
）
で
、 

私
た
ち
を
と
り
ま
く 

情
勢
を
「
転
換
期
の 

世
界
」
と
位
置
付
け 

て
い
ま
す
が
、
転
換 

期
に
こ
そ
次
世
代
に 

継
承
す
べ
き
社
会
像 

を
描
か
な
け
れ
ば
な 

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

委
員
会
で
は
、
上
記 

の
四
つ
の
テ
ー
マ
で 

 

議
論
を
進
め
る
予
定
で
す
。
そ
こ
で

は
具
体
的
で
精
緻
華
麗
な
社
会
像

よ
り
、
あ
る
べ
き
社
会
で
は
何
が
実

現
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
い
ま
何
を
な

す
べ
き
か
、
誰
が
そ
れ
を
担
う
の
か

と
い
っ
た
見
取
り
図
を
構
想
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

第
一
回
委
員
会
は
フ
リ
ー
討
議

を
中
心
に
進
め
ま
し
た
が
、
子
ど
も

や
孫
の
将
来
を
見
据
え
た
社
会
を

考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
、
あ
る
い

は
現
役
か
ら
退
職
者
へ
と
切
れ
目

の
な
い
運
動
で
理
念
を
継
承
し
て

ゆ
く
べ
き
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
今
号
に
４
名
の
委
員

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
寄
稿
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
（
２
面
）。
今
後

と
も
冒
頭
に
掲
げ
た
理
念
を
体
現

し
た
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
に
向
け
て
、

拙
速
に
陥
る
こ
と
な
く
、
地
道
に
幅

広
く
論
議
を
深
め
て
ゆ
き
ま
す
。 

 
 

（
主
査 

早
川
副
事
務
局
長
） 

告示 
日本退職者連合規約第２６条

により、以下の通り第２５回定

期総会を開催する。 

記 

1.と き ７月１５日(木) 

          ９:３０～１５:００ 

2.ところ 連合会館２階 大会議室 

3.代議員 代議員の割り当て等詳細

は、次回幹事会（6 月9 日）の

決定を経て、ご連絡いたしま

す。 

日本退職者連合 

第1回次世代継承委員会 挨拶する人見会長（4月14日 ルポール麹町） 

次世代継承委員会委員 

委員長 森嶋正治副会長 

委員  川端邦彦常任幹事 

    本村富美子常任幹事 

大山勝也常任幹事 

地方退連代表 

冨山 隆 北海道ブロック・北海道 

林  晃 近畿ブロック・大阪 

藤川七郎 九州ブロック・福岡 

事務局 主査 早川副事務局長、野田、大内 

去
る
４
月
14
日
、
ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
第
１
回
次
世
代
継
承
委
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
人
見
会
長
よ
り
、

退
職
者
連
合
結
成
30
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

を
担
う
次
の
世
代
に
伝
え
る
、
あ
る
べ
き
社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

す
る
作
業
を
開
始
す
る
に
至
っ
た
経
過
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

「
自
由
で
民
主
的
な
福
祉
社
会
」「
差
別
も
格
差
も
な
い
平
等
社

会
」「
平
和
で
幸
福
な
安
心
社
会
」「
自
然
と
共
生
し
た
持
続
可
能
社

会
」
の
四
つ
の
テ
ー
マ
で
、
２
０
２
２
年
度
定
期
総
会
ま
で
を
目
途

に
議
論
を
進
め
る
予
定
で
す
。 

課
題
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
探

り
、
少
子
・
高
齢
化
、
経
済
制
度

な
ど
何
が
原
因
で
ど
う
し
て
ゆ
く

の
か
を
検
討
す
る
。
目
的
を
あ
い

ま
い
に
せ
ず
、
目
指
す
べ
き
方
向

性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。（
第
１
回

委
員
会
よ
り
） 

次
世
代
継
承
委
員
会
委
員
長 

森
嶋
正
治
さ
ん
挨
拶 
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ま
た
私
は
沖
縄
で
「
基
地
」
に
よ

る
犯
罪
・
事
故
・
騒
音
・
環
境
汚
染

の
こ
と
を
聞
い
た
時
、
こ
こ
は
平

和
と
い
え
る
の
か
と
思
っ
た
。
平

和
と
は
外
国
と
の
関
係
だ
け
で
は

な
く
、
日
常
に
も
暴
力
が
な
い
状

態
だ
と
思
う
。「
基
地
」
に
よ
り
命

を
脅
か
さ
れ
た
り
、
女
性
が
D

V
で
暴
力
に
遭
う
こ
と
の
な
い

社
会
こ
そ
次
世
代
に
伝
え
た
い

「
平
和
」
だ
と
思
う
。 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
社
会
を
求

め
る
退
職
者
連
合
と
し
て
で
き
る

こ
と
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
あ
る
は
ず
だ
。 

現
職
か
ら
退
職
者
ま
で
切
れ
目
の
な
い
活
動
を 

 

林 

晃
（
大
阪
退
連
会
長
） 

次
世
代
継
承
委
員
会
は
緒
に
就
い

た
ば
か
り
だ
。
検
討
の
視
点
に
つ
い

て
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。
次
世
代

に
お
け
る
社
会
の
課
題
は
、
感
染
症

問
題
への
対
応
、
少
子
・高
齢
化
への

対
応
、
温
暖
化
対
策
の
可
能
な
社

会
づ
く
り
等
が
中
心
で
あ
る
こ
と
は

確
か
だ
と
思
う
。
こ
れ
ら
に
対
応
で

き
る
活
動
の
道
筋
を
つ
け
て
お
く
の

が
現
世
代
の
使
命
だ
。
最
も
身
近
な

課
題
は
、
人
生
１
０
０
年
時
代
に

お
け
る
持
続
的
な
社
会
保
障
制
度

の
あ
り
方
と
そ
の
対
応
だ
と
思

う
。
年
金
・
医
療
・
介
護
は
、
保 

継
承
す
べ
き
課
題
と
活
動
の
展
望 

藤
川
七
郎
（（福
岡
県
退
連
事
務
局
長
） 

１ 
基
本
的
人
権
、
平
和
主
義
、
民
主
主
義
は

時
代
が
変
わ
ろ
う
と
も
継
承
さ
れ
る
べ
き
理

念
で
あ
り
、
こ
れ
を
具
現
化
す
る
こ
と
が
退
職

者
連
合
活
動
の
基
本
で
あ
り
、
そ
の
た
め
連
合

と
現
退
一
致
の
活
動
が
一
層
求
め
ら
れ
ま

す
。 

２ 

平
均
寿
命
は
、
30
年
前
か
ら
５
歳
延
び
て

お
り
男
性
81
・
41
歳
、
女
性
87
・
45
歳
と
な

り
、
２
０
５
０
年
代
は
男
性
が
87
歳
、
女
性
は

93
歳
近
く
に
な
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。   

  

年
金
受
給
開
始
年
齢
は
60
歳
か
ら
65
歳

に
な
り
、
30
年
後
の
70
歳
は
避
け
ら
れ
な
い 

 
こ
と
か
ら
70
歳
現
役
社
会
を
見
据
え
た
新
た

な
政
策
制
度
要
求
が
必
要
で
す
。 

３ 

健
康
寿
命
を
平
均
寿
命
に
近
づ
け
る
活
動

は
退
職
者
自
ら
の
問
題
で
あ
り
、
退
職
者
が
主

体
的
に
参
加
で
き
る
活
動
を
具
体
的
に
示
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

４ 

連
合
が
行
っ
て
い
る
社
会
貢
献
活
動
を
退
職

者
は
日
常
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
治
会
役
員
や
民
生
委
員
を
多
く
の
退
職
者

会
員
が
担
っ
て
い
ま
す
。 

 

地
域
共
同
体
の
崩
壊
や
高
齢
化
が
進
む
中
で

は
、
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
退
職
者
連
合
も
自

治
会
活
動
や
民
生
委
員
活
動
を
積
極
的
に
担

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

  

「
２
０
２
１
年
エ
イ
ジ
レ
ス
・

ラ
イ
フ
実
践
事
例
及
び
社
会

参
加
活
動
事
例
」
に
推
薦 

 

内
閣
府
よ
り
退
職
者
連
合

に
対
し
て
「
２
０
２
１
年
エ

イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
実
践
事

例
（
個
人
）
と
社
会
参
加
活
動

事
例
（
団
体
）
推
薦
」
の
要
請

が
あ
り
、
次
の
通
り
１
個
人

と
１
団
体
を
推
薦
し
ま
し

た
。 

（
個
人
） 

最
上
と
し
さ
ん 

 

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
退
連
、
青
森
県
高
退
連
） 

〔
推
薦
理
由
〕「
津
軽
弁
」
継

承
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 

津
軽
弁
で
「
昔
っ
こ
」
を
語

る
会
「
な
や
わ
や
」
を
結
成

し
、
子
ど
も
た
ち
や
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
昔
話
を
す
る
活
動
を
続
け

て
い
る
。 

（
団
体
） 

石
川
県
退
職
者
連
合 

〔
推
薦
理
由
〕
竹
林
伐
採
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 

加
賀
市
橋
立
自
然
公
園
に

お
い
て
年
2
回
、
50
名
程
度

参
加
し
、
環
境
保
全
の
観
点

か
ら
竹
林
伐
採
を
行
っ
て
い

る
。 

 
険
制
度
の
創
設
時
と
比
べ
今
や
大

き
く
後
退
し
つ
つ
あ
る
。
時
代
や
財

政
事
情
の
変
化
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、

で
き
る
だ
け
理
念
や
目
的
に
近
づ

け
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
。 

一
方
、
退
職
者
連
合
の
組
織
課

題
は
会
員
拡
大
と
地
域
活
動
の
強

化
だ
。
こ
れ
が
今
、
大
き
な
壁
に
阻

ま
れ
て
い
る
。
打
開
す
る
に
は
連
合

が
以
前
に
企
画
し
た
生
涯
組
合
員

構
想
の
実
現
と
地
域
・地
区
協
単

位
で
の
退
職
者
組
織
の
組
織
化
と

強
化
だ
。
連
合
と
退
職
者
連
合

が
、
今
こ
そ
腹
割
っ
て
話
し
合
い
、

現
退
一
致
で
実
現
す
る
こ
と
が
肝

要
だ
と
思
う
。 

か
え
る
」と
宣
言
。
日
退
連
に
結
集
し
、
連
合
と

協
力
し
て
、
未
来
を
変
え
る
。 

 

日
本
の
政
治
の
流
れ
を
変
え
る
。
今
年
の
秋
ま

で
に
解
散
総
選
挙
が
、
政
権
交
代
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。 

（ 

日
退
連
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て 

） 

 

連
合
の
生
涯
組
合
員
構
想
が
立
ち
消
え
に
、

早
急
に
検
証
、
総
括
が
必
要
で
す
。
日
退
連
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
る
な
ら
ば
、
連
合
と
日
退

連
の
関
係
、
位
置
付
け
が
重
要
で
す
。
連
合
の
産

別
組
織
は
退
職
者
会
を
組
織
す
る
。
連
合
の
組

合
員
は
退
職
後
は
退
職
者
会
に
加
入
す
る
、
高

齢
者
の
政
策
制
度
な
ど
を
中
心
に
、
現
退
一
致

の
運
動
を
。
地
域
で
も
連
携
し
て
い
く
。
連
合
運

動
の
持
続
し
た
組
織
と
し
て
退
職
者
会
を
位
置

づ
け
し
、
生
涯
組
合
員
、
生
涯
現
役
を
目
指
す
べ

き
で
す
。 

日
退
連
３
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
に
む
け
て 

冨
山 

隆
（
北
海
道
退
会
長
） 

 

長
期
的
な
情
勢
課
題
は
、
少
子
高
齢
化
社

会
、
人
生
１
０
０
年
時
代
、
一
方
、
日
本
の
財

政
、
借
金
は,

世
界
の
先
進
国
で
最
悪
に
、
将
来

世
代
へつ
け
回
し
を
し
て
い
る
。
今
後
も
年
金
、

医
療
、
介
護
な
ど
社
会
保
障
費
の
保
険
料
引
き

上
げ
や
負
担
増
、
消
費
税
増
税
が
付
き
ま
と

う
。
さ
ら
に
、
世
界
の
気
候
危
機
は
深
刻
で
、

世
界
各
国
が
共
通
認
識
で
２
０
５
０
年
ま
で
に

温
暖
化
対
策
を
本
気
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、

子
や
孫
だ
け
で
は
な
く
現
役
世
代
も
大
き
な

影
響
を
受
け
る
。
ま
た
、
日
本
は
ど
の
よ
う
な

国
を
目
指
す
の
か
。
米
中
新
冷
戦
で
中
国
と
の

緊
張
関
係
が
高
ま
っ
て
い
る
。
明
る
い
未
来
よ
り

不
安
の
方
が
多
い
の
で
は
。
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
で「
懸

念
す
る
未
来
に
対
し
て
」「
私
た
ち
が
未
来
を 

伝
え
た
く
な
い
こ
と
、
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と 
 

本
村
富
美
子
（ 

常
任
幹
事
） 

私
は
次
世
代
に
引
き
継
い
で
は
い

け
な
い
こ
と
が
あ
る
と
思
う
。
そ
れ

は
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
実
質
的
失
業
者
が

１
４
６
万
人
（女
性
は
１
０
３
万
人
、
野

村
総
研
調
査
）と
い
う
貧
困
・困
窮
の

深
刻
さ
だ
。
解
雇
に
よ
り
寮
や
住
ま

い
を
失
っ
た
人
が
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
難
民

と
な
り
、
路
上
に
出
て
支
援
団
体
の

炊
き
出
し
や
子
ど
も
食
堂
や
生
活

相
談
に
訪
れ
て
い
る
。
自
死
も
増
え

て
い
る
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
手
厚

い
社
会
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

 


